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会長メッセージ ⑩
会長 柴田 洋治郎

若者たち

最近私が感じた、若者に対す

、る思いを二つのことを例にとり

ここに述べます。最初は、春の選抜高校野球選手

宣誓のこと。多くの皆さんもＴＶを通じて見られ

たと思いますが、今回、宣誓したのは震災被災地

の宮城県石巻工業高校の阿部主将でした。宣誓で

は、阿部主将は一度も言葉につかえず、力強く、

心にこもった思いを十分皆に伝えることがた出来

たのではないかと私には見えました。より感動的

なのは、宣誓の中身の方です 「人は誰でも答え。

のない悲しみを受け入れることは苦しくてつらい

こと」と被災地の思いを全国に届け 「日本中に、

届けます。感動、勇気そして笑顔、日本の底力、

絆を…全身全霊で正々堂々とプレーすることを誓

います」で最後を結びました。これは、プロの詩

人や作詞家たちでも作れない、経験に裏打ちされ

た、説得力のある若者の感動的な言葉でした。

次は、この３月２０日に開催され、多くのワイ

ズも参加したＹＹＹフォーラムでのことです。福

島の方の報告及びディスカッションも勿論、中身

の濃いものでしたが、それ以上に、私が印象的だ

ったのはＹＭＣＡの若いリーダーたちの被災地支

援の活動報告の内容でした。この若者たちの肉体

的にも精神的にもきつい無償の行為を、あるリー

ダーはスポーツでもするように明るく語り、ある

リーダーは被災者とのコミュニケーションを重視

し、真に被災者の立場を理解しようと努める姿が

生き生きと伝わってきました。こうした行為は被

災地のためになることは勿論ですが、貴重な経験

として、彼ら自身の将来の大きな糧となることは

間違いないと信じます。

なお、このフォーラムの開催に当たっては、わ

が東海クラブの鈴木一弘次期会長が中心的役割を

果たし、開催されたことを、この場を借りて感謝

申し上げます。

以上二つの例から感じたことは、混迷する現在

の日本の状況、将来への不安の中にあっても、日

本の若者は捨てたものではない、将来にも期待が

持てるというものでした。

３月第１例会報告

３月８日

ラ・スースＡＮＮ

３月は名鉄グランドホテルの岡本栄世氏を招いて

「ホテル人生～さらなる顧客創造の取り組み」と題

し、４０年にわたってホテルマンとして取り組んで

きたお仕事の一端をうかがいました。

岡本氏は名鉄に入社後、鉄道勤務も経て、ホテル

マンとして勤務したのは名鉄犬山ホテル。その勤務

の中で最も苦労し、思い出に残ることは、リピータ

ー顧客獲得のため当時ブームとなっていた温泉開発

を進めたことだそうです。平成７年に温泉発掘に成

功。１００㍍掘るのに１０００万円の経費がかかる

中、１２００㍍の深さまで掘って、温泉脈に当たっ

たそうです。現在は「白帝の湯」として、犬山観光

の一つとして人気を集めています。

その後、セントレアのホテルや国際会議場のレス

、 、トランも手がけ 名鉄グランドホテルの常務を経て

現在は顧問としてお務めです。ホテルマンとしての

キャチフレーズは「笑顔」のみだそうで、人をもて

なすサービスはこれに尽きるのでしょう。

また岡本氏は先年亡くなった元プラザクラブの岡

本光世氏の実弟で、名古屋ＹＭＣＡ青年部や元リー

ダーとして古くからＹに縁がある方です。当然、ワ

イズメンにも古くからの知人・友人が多いのです

が、社会人になってから、なかなかＹとの接点が得

られず今回久々の「復縁」となりました。ぜひ、ま

たＹとの関わりを期待しています。

最後に伊藤君がメンバースピーチ 「絆の大切さ。

が叫ばれる昨今、最近よく行われる家族葬も本当に

故人と縁のあった人とのつながりを考えた場合、い

かがなものか」とコメントしました。

３月第２例会報告

①４月例会の卓話は瀧川裕康氏（愛知県被災者支援

センター）に決定。卓話テーマは『 ・ 県外避難3 11
者の現状とＹＭＣＡへの期待（仮題 』とし講師略）

歴は鈴木一弘君より深川君にメールにて連絡する事

が報告された。なお、メンバースピーチは遠藤君の

代わりに柴田君が行う。

、② 月の西日本区大会の現在までの参加者は浅野6
柴田、杉山夫妻、鈴木（一 、鈴木（孝 、野村） ）

夫妻、橋爪夫妻、長谷川、八木の 名。12
③鈴木一弘次期会長より役員案が発表され若干の訂

正後、下記のとおり決定をしました。

④ 月 日 分より 分迄中部評議会が3 20 13:30 14:30
開かれ、出席者は長谷川部長、八木中部書記、松

本中部会計、鈴木一弘ファンド主査、浅野メネッ

ト主査、柴田会長。閉会後 時より 時 ま15 18
でＹＹＹフォーラムが開かれる事が報告された。

⑤本来特別会計から支出されるＹＭＣＡ支援金が一

般会計から支払われているので振り替えることと

し、今後請求書は会長あて送るよう要望をした。

【次期クラブ役員表】

会長 鈴木一弘、副会長 加藤友昭、書記 八木武

志、一般会計 深川直、特別会計 鈴木浩之、直

前会長 柴田洋治郎、連絡主事 東田美保、ＥＭＣ

（ ）、 、 （ ）浅野猛雄 長 山田英次 Ｙサ 柴田洋治郎 長
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伊藤貴久、地域奉仕 松本勝（長 、服部敏久、ファ）

（ ）、 、 （ ）ンド 山村喜久 長 遠藤彰一 交流 野村秋博 長

橋爪良和、鈴木孝幸、根の上担当 山村喜久（長 、）

杉山敏雄、八木武志、広報・ブリテン 菅沼東平、

八木武志、深川直、ブリテン発送 長谷川和宏、浅

野猛雄、メネット連絡員 松本淳子、メール委員

鈴木一弘、西日本区メネット事業主任 野村靖子、

同会計 杉山由香里、ワイズメンズワールド編集委

員会委員長 野村秋博、直前中部部長 長谷川和宏、

中部ＥＭＣ主査 松本勝＝敬称略

yyyyyyyyyyyyyyyyyyy

ＹＹＹフォーラム２０１１

名古屋ＹＭＣＡ

・ から1年、あの未曾有の出来事から何がで3 11
きたのか、これからどう支援していくのかを共に考

えようとする「ＹＹＹフォーラム２０１２」が３月

、 。20日 約70人が参加して名古屋ＹＭＣＡで開かれた

学生・社会人ユースやワイズメンズ、ＮＰＯ団体に

加え、被災した子どもたちを支援している臨床心理

士、新林智子さん（川西市子どもオンブズマン 、）

昨年４月に福島市で立ち上げた市民放射能研究所の

丹治宏大さん（妻子が愛西市に避難中 、竹佐古真）

希さん（教会オルガニスト、白河市在住）の３人が

駆けつけ、座談会に臨んだ。

このフォーラムは、ＹＭＣＡの大切なリソースで

ある「ユース、女性、家族」の視点にウエイトをお

き、今持っている気持ち、思いやりを振り返りなが

ら、形や行動で表そうと企画された。２部構成のう

、 （ ）、ち １部では南三陸町活動グループ 野外リーダー

は、夏でも段ボールを敷いて宿泊しながらソーセー

ジづくりで支援した苦労を報告。参加３団体の１分

間アピールがあったあと、ＹＭＣＡ以外からは名古

屋大学大学院生の菅沼あずみさんの現地での食事ボ

ランティアの体験談があった。

２部はフリージャーナリストの関口威人氏の司会

で 「耳をすまそう、フクシマの声」のテーマで座、

談会に移り、新林さん、丹治さん、竹佐古さんがそ

れぞれ現地の生々しさを訴えた。新林さんは「フク

シマで子どもたちが被災したことは日本で暮らす私

たちの問題 、丹治さんは「被災から復興に視点は」

変わってきているが、コンセンサスを含め復興の度

合いに温度差がある。放射能観測所は第三者機関と

してセカンドオピニオンのように活動した。本来は

国、県がすべきもの」と厳しい口調で発言、竹佐古

さんは「震災直後は日本海側の新潟にガソリンや物

資が豊富で、ここで確保しながら仙台に入った。Ｙ

ＭＣＡのネットワークの強さを初めて知った」と肌

で感じた体験を語った。

最後に愛知被災者支援センターの向井忍理事長補

「 。佐から １３００人が愛知で避難生活を送っている

精神的な負担の中にいる人たち一人一人に声をか

け、接することでつながりを作っていきたい。今日

」 、よりも明日へと希望を持てるように支援したい と

参加者にも呼びかけた。 （菅沼 東平）

中部便り ⑩
中部部長 長谷川 和宏

名古屋名物ワイズきしメンと

矢場トンのミソカツだがね

このブリテンが届く頃は、桜ソメイヨシノが東

海地方でも二分咲きくらいでも中部は広い。金沢

ではまだつぼみ。被災地、東日本ではつぼみ固し

というところでしょう。

3 3 11ブリテン 月号で 次期会長主査研修会 ・、 、

揚がれ！希望の凧、ＹＹＹフォーラムそしてクラ

ブ例会の一つひとつを成功させ、一人ひとりの満

足度を確実に上げることが西日本区大会準備にな

ると書きました。そこにはちょっと語弊があるよ

うです。まわり回っていろいろな事柄はつながる

のですが、余りに遠く関連付けると、肝心の焦点

がぼけてしまうこともあるようです。

それだけにまわり回って論は面白い。西日本区

大会は大会で独自の準備が待ち構えています。ワ

、 、 、 、イズメンの一人ひとりの知恵 技能 資財 経験

時間など、各自持ち合わせを寄せ合い、創り出す

準備作業です。企画で、広報で、財政で、会場施

設で、登録受付で。

さて、あなたからは何を提供できますか。広報

係なら、今夏のびわこでの大会へ繰り出し、呼び

「名古屋名物ワイズ メンと矢かけましょう。 きし

、 」場トンのみそかつだがね ちいーと寄ってりゃあ

とパクッて御免。

先ずは元気に、大会参加登録をよろしく。まわ

り回って、満員札止めということも。

第 回中部評議会開かれる2
今年度第2回の中部評議会が３月20日、ＹＭＣＡ

会議室で開催されました。24名の評議員全員の出席

で、次期の部長ホームクラブの南山クラブからも多

数のメンが列席し、八木中部書記の司会、長谷川中

部部長が議長となり滞りなく行われました。

長谷川中部部長の前半期の活動報告のあと次期部

長荒川文門君、部会ホストクラブを南山クラブと確

認し、次々期中部部長に金沢犀川クラブの平口哲夫

君、部会ホストクラブを金沢犀川クラブと決定され

ました。引き続き荒川次期部長より次回の中部部会

を2012年8月26日（日）に名鉄ニューグランドホテ

ルで開催すると報告、承認されました。引き続き、

次期部長の活動方針と部長主題「前へ！声を掛合

」” ” 、い！ Go forward! Call together! が発表され

次期中部役員が紹介されました （八木 武志）。
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お 誕 生 日 お め で と う ご ざ い ま す
メネット ４月 日 柴田 純子さん9

４月 日 鈴木 節子さん13

結婚記念日おめでとうございます
４月 日 鈴木 浩之君・智子さんご夫妻17
４月 日 野村 秋博君・靖子さんご夫妻23
４月 日 杉山 敏雄君・由香里さんご夫妻29
yyyyyyyyyyyyyyyyyyy

今月の西日本区強調月間は
ＹＭＣＡサービスです

藤川洋Ｙサ・ユース事業主任（広島クラブ）

はＹＭＣＡサービスはワイズの根幹です。より

一層のサポート体制の向上に努めましょうとア

ピールをされています。

中部のＹサ主査は名古屋クラブの深谷聡君。名

古屋東海クラブのＹサ委員長は鈴木一弘君です。

編集後記
◇いよいよ春、４月を迎えました。今期も残すとこ

ろ３カ月になったわけで、長谷川中部部長、柴田会

長の任期もあとわずかとなりました。次年度の西日

本区理事は、中部から名古屋クラブの成瀬ワイズが

就任されます。同時に東海クラブからもメネット事

業主任として野村メネットが西日本区区キャビネッ

トとして参加。メネット会計として杉山メネットも

役を担われます。引き続き、クラブとして大きな支

援をしたいと思います。

◇３．１１に愛・地球博記念公園で行われた「揚が

れ！希望の凧」の催しは、ワイズメン、日本凧の会

東海支部の皆さんなど、４０名のボランティアと１

００家族が参加、青空に２００機の凧が元気よく揚

がりました。たくさんの人のつながりを感じること

ができたイベントでした。

◇人に寄り添い、人に喜んでもらいたい。そうした

、 。人達の小さな心を集め 大きな力にしたいものです

会費納入のお願い
会費 １カ月 ７０００円

年間 ８４０００円

一般会計 振込先銀行口座

三菱東京ＵＦＪ銀行

鳴子（なるこ）出張所

普通３５４２６１０

口座名義 名古屋東海ワイズメンズクラブ

お振込はお早めに、お願いします

◆２０１１～１２年度クラブ役員

会 長：柴田 洋治郎 副会長：服部 敏久

直前会長：八木 武志 書 記：浅野 猛雄

一般会計：深川 直 特別会計：鈴木 浩之

連絡主事：東田 美保

ＹＭＣＡサ・ユース 鈴木（一 、加藤）

地域奉仕・環境 松本、野崎

ＥＭＣ（会員増強） 八木、山田

ファンド（クラブファンド）

（ ）、 、 （ ）鈴木 孝 遠藤 鈴木 浩

交流（ＩＢＣ、ＤＢＣ）野村、鈴木（孝 、橋爪）

広報・ブリテン 深川、橋爪、菅沼

同（発送） 浅野、長谷川、八木

根の上担当 山村、伊藤、杉山、八木

メネット連絡員 浅野

メール連絡員 柴田 【敬称略】

中部役員◆

部長 長谷川 和宏 書記 八木 武志

会計 松本 勝 事務局長 浅野 猛雄

部会実行委員長 橋爪 良和

同副委員長 服部 敏久 【敬称略】

№ 開　催　日 ３

／

８

第

１

例

会

３

／

15

第

 ２

例

会

フ　

ァ

ン

ド

ポ

イ

ン

ト

１ 浅井　秀明 広　義　会　員

２ 浅野　猛雄 ○ ○ 　６０００

３ 伊藤　貴久 ○ 　２６００

４ 遠藤　彰一 ○ １１６５０

５ 加藤　友昭 ○ 　　８５０

６ 柴田　洋治郎 ○ ○ 　６８５０

７ 菅沼　東平 ○ ○

８ 杉山　敏雄 ○ ○ １６５００

９ 鈴木　一弘 ○ ○ 　１５５０

１０ 鈴木　孝幸 ○ ２３７５０

１１ 鈴木　浩之 ○ ○ 　３０００

１２　 野村　秋博 ◎ 　８１００

１３ 橋爪　良和 ○ ○ 　８９５０

１４ 長谷川　和宏 ○ ○ 　８６５０

１５ 服部　敏久

１６ 東田　美保 ○ ○ 　１５５０

１７ 深川　直 ○ ○ 　１０００

１８ 松本　勝 ○ ○ 　１０００

１９ 八木　武志 ○ ○ 　８０００

２０ 山田　英次 ○ 　４０００

２１ 山村　喜久 ○ 　６７５０


